
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内での目撃情報を受けての講習会。 
課題意識が高く、熱心に聞き入る参加者。 

これまで「放課後子ども教室紹介だより」として各市町村の取組を紹介してきました。今回は特別版

として、複数回取材をさせていただいた磐梯町の地域学校協働活動の様子を紹介します。 

「磐梯町の教育」運営協議会(学校運営協議会) 

７月１４日に行われた磐梯町の「学校運営協議会」の様子です。 

はじめに「特定非営利活動法人おーでらす」代表でもあり、学校運協議会

委員でもある今野万里子さんから、「出会ってからでは遅い！学校と地域で

進める『クマに出会わない環境づくり』」と題した講習が行われ、参加者は

町内のクマ目撃情報や痕跡を確認しながら、具体的な対策法について学びま

した。「おーでらす」は、磐梯町を活動拠点として人と野生動物の共生をめ

ざす団体です。学校の近くでも目撃情報があったことを受け、この日の協議

会で、地域のリソースを活用した学びが計画されました。 

学校運営協議会が終わると、担当となる地域の方が残り、引き続

き「地域学校協働本部定例会」が行われました。 

磐梯町が、地域学校協働活動の一環として行っているのは、部活

動や放課後の活動の完全地域展開によって、子どもたちが自分で放

課後の活動を選ぶ「えらべる放課後」という取組です。中学生を対

象とした「認定地域クラブ」があり、この日は、6 つの地域クラブ

が集まり、活動の成果や課題を共有しながら、横のつながりを深め

る意見交換を行いました。 

地域学校協働本部定例会 

その後、校種ごとのグループに分かれ１学期のリ

フレクション（振り返り）を行いました。 

委員の皆さんは、幼稚園・第一小学校・第二小学

校・中学校の学校運営・経営ビジョンに基づき、１

学期よかったこと、困ったことや課題をふせんに記

入しながら共有し、改善策を考えていきます。終始、

和やかな雰囲気で協議が進んでいた秘訣は、参加者

が会の目的を十分に理解されているからではない

かと感じました。要項に示されていた磐梯町の学校

運営協議会の目的を紹介します。 

保護者や地域の方、学校・園の先生が笑顔で子ども達の姿を語り合う。 

（１） 学校運営協議会の委員同士、お互いのことをよりよく知り合い、良好なパートナーとしての関係を

つくるきっかけにする。 

（２） 「子どもたちのことを真ん中において話せる関係」をつくるための課題の共有と実現への具体的

な一歩を踏み出せるようにする。 

【磐梯町学校運営協議会の目的】 



 

 

 

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

お店やさんをやりたい人あつまれ！ 

訪 問 日 令和８年７月２１日

（水） 
訪問場所 磐梯町中央公民館 

・参加者  ： 磐梯第一小学校・第二小学校児童の希望者 ２０名 

・活動回数 ： ７月～８月の全８回 

・主な活動 ： 準備（計画立て、看板製作、買い出し等）・本番・振り返り 

この日は、２回目の準備の様子を取材しました。それぞれ３～５名のグループに分かれた子どもたちが、ど

んなお店やさんにするかを話し合っていました。地域学校協働本部の「大人スタッフ」の方々が、景品の写真

見本を示したり「１ついくらで売ればいいと思う？」などの声かけを行ったりと、子どもたちのアイディアが

出やすいようにサポートしていました。 

訪 問 日 令和８年８月１３日

（水） 

訪問場所 磐梯町 町民グラウンド 
いよいよ本番の日、磐梯町町民グラウンドで「ばんだい納涼盆踊り」が行われ、

その中で子どもたちならではのアイディアによる楽しいお店が開かれました。こ

れまで準備してきたことだけでなく、お客さんとのお金のやりとりなど、臨機応

変の対応もチームワークよく上手にできていました。 

流れを確認し、お店やさんがスタート！！ 

「大人スタッフ」が活動を見守ります。 

磐梯町では、昨年度から地域学校協働活動として、夏休み中の事業「お店やさんをやりたい人あつまれ！」

が行われています。この事業では、地域のお祭りに子どもたちが出店することを通して、「地域や仲間とのつ

ながりを感じながら『自分たちで考え、挑戦し、やりきった』と実感できる活動」をめざしているそうです。 

 

電卓を手にいくら儲かるか計算したり、お客さんの数を見込んで景品を準備したりと大忙し。 

今回、磐梯町での地域学校協働本部事業を取材させていただいて印象に残ったのは、保護者や地域の方々(町

の子ども達をとりまく周りの大人達)が、楽しそうに活動されている姿です。子ども達がいきいきと活動でき

るのも、地域の大人たちが地域のために、子ども達のためにと自ら動く姿を見せているからではないでしょう

か。改めて、地域と協働して教育活動をする意義を感じました。 

今回取り上げたのは、町の取組のほんの一部です。さらに詳しく知りたい方は、磐梯町教育再デザインセン

ターnote【https://note.com/bandai_gradation】に掲載されていますので、ぜひご覧ください。 

物を売るだけでなく、ピンポン玉ショットなどチャレンジ系のお店もあり、お客さんも楽しんでいました。 

https://note.com/bandai_gradation

